
馬淵川水系河川整備計画の策定について
（大臣管理区間）

Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題
Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策
Ⅲ．治水対策の基本的内容

平成20年5月14日

国土交通省 東北地方整備局

河川法第16条の二により、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備

を実施すべき区間について、河川に関する学識経験を有する者、関係住民、
県知事等の意見を聴き、河川管理者が河川整備計画を定める。

資料－２
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Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 地形特性地形特性

流域及び氾濫域の諸元

流域面積（集水面積） ：2,050km2

流路延長 ：142km

流域内人口 ：約19万人

想定氾濫区域面積 ：57.7km2

想定氾濫区域内人口 ：約 6万人

想定氾濫区域内資産額：約9,000億円

主な市町村 ：八戸市、二戸市、南部町等

（出典：H12河川現況調査）

土地利用状況 流域の約80%が山林等で、宅地は約3％
宅地面積の約50％が八戸市に集中

4.5%

9.7%

2.9% 82.9%

山林等宅地

畑

田

 43.52  43.69

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宅地面積
87.21km2

八戸市 その他の市町村
km

2
km

2

（出典:「H16岩手県統計年鑑」/「H16市勢要覧」等）
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地形特性 下流部は、河床勾配が緩やかで川幅も広く
なり、沖積平野に八戸市街地が形成されて
いる。
中・上流部は、勾配が急で、農地・宅地が点
在している。

馬
淵
川

下流部 中流部 上流部

１

河床勾配
1/170～１/580程度

河床勾配
1/580～１/2,100程度

河床勾配
１/2,100

程度

下流部（直轄）

中流部（青森県）

上流部（岩手県）



降雨特性

1971～2000（30年間）の年間平均総降水量分布図

日本の年平均降水量1,750mmに比べ、
馬淵川流域は800～1,800mm程度とや
や少ない
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八戸駅

馬淵川における主要な洪水

氾濫特性

昭和15年9月洪水（馬淵川八戸市）
大橋付近の冠水状況

平成14年7月洪水（馬淵川八戸市）
根城地区の冠水状況

馬淵川の下流部は、河床勾配が緩やか
で川幅も広くなり、沖積平野には八戸
市街地が形成されており、ひとたび氾
濫すると広範囲で拡散する

平成16年9月洪水（馬淵川南部町）
虎渡地区の冠水状況

馬淵川

坂牛川

浅水川放水路

平成18年10月洪水（馬淵川尻内町)
浅水川周辺の冠水状況

近年、平成14年、平成16年、平成18年と浸水被害が頻発

している

＊計算条件
馬淵川は、１００年に１回程度発生すると考えられる雨量で、
大橋基準点上流域の２日間総雨量１６５ｍｍとしている。

拡散型氾濫地形のため、広範囲にわたり浸水被害が発生

※大橋水位観測所が設置される平成３年以前の流量は、
再現計算流量を記載、平成３年以降は実績流量を記載

Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 洪水特性洪水特性 ２

大橋地点 

洪水発生年
発生

原因
2日雨量

(mm) 

ピーク流量

(m3/s) 

被 害 状 況

昭和 15 年 9 月 低気圧 120 1,901 

床上浸水 112 戸 
床下浸水 654 戸 
流失家屋 4戸 
[三戸郡下] 

昭和 22 年 8 月
低気圧
前線 

82 1,988 
床上浸水 100 戸 
流失家屋 30 戸 
[三戸郡南部町] 

昭和 33 年 9 月 前線 141 1,451 

死者 3名 
床上浸水 5,096 戸 
床下浸水 7,566 戸 
流失家屋 42 戸 
[青森県全体] 

昭和 41 年 6 月
台風 
前線 

109 1,017 
床上浸水 69 戸 
床下浸水 412 戸 
[八戸市] 

昭和 42 年 9 月 前線 88 801 

死者 1名 
床上浸水 874 戸 
床下浸水 2,160 戸 
流失家屋 42 戸 
[三八上北地方] 

昭和 61 年 8 月 低気圧 139 1,081 
床上浸水 18 戸 
床下浸水 78 戸 
[青森県全体] 

平成 2年 9月
台風 
前線 

107 1,040 
床上浸水 63 戸 
床下浸水 123 戸 
[馬淵川流域] 

平成 5年 7月 台風 140 1,187 
床上浸水 33 戸 
床下浸水 139 戸 
[馬淵川流域] 

平成 11年 10月 低気圧 132 1,147 

床上浸水 393 戸 
床下浸水 387 戸 
全壊 8戸・半壊 7戸
[馬淵川流域] 

平成 14 年 7 月
台風 
前線 

145 1,384 

行方不明者 1名 
床上浸水 35 戸 
床下浸水 356 戸 
[馬淵川流域] 

平成 16 年 9 月 台風 146 1,511 
床上浸水 88 戸 
床下浸水 104 戸 
[馬淵川流域] 

平成 18年 10月 低気圧 192 1,374 
床上浸水 59 戸 
床下浸水 143 戸 
[馬淵川流域] 

 

既往洪水浸水区域図既往洪水浸水区域図
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○中流部は氾濫が頻発に起こる地形特性となっている

中流部の状況（知事管理区間）



Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 これまでの治水対策これまでの治水対策 ３

浅水川改修

嵩上げ

相次ぐ馬淵川の氾濫

早急な治水対策が必要

宅地等水防災対策事業

直轄河川事業の変遷

昭和22年撮影
放水路完成前

旧馬淵川

新井田川

新河道
(放水路)

馬淵川は河口付近で右
曲し、支川新井田川と
合流していたため、氾
濫が頻発していた

■昭和14年
馬淵川を放水路開削

し、新井田川を完全分
離する計画に変更

昭和25年
旧馬淵川締め切り工事

■昭和15年
放水路開削事業に着

手

■昭和30年
馬淵川放水路完成

■昭和12年
馬淵川は築堤、新井

田川は捷水路の開削、
掘削、浚渫等を実施す
る工事に着手

旧馬淵川

新井田川

新河道
(放水路)

平成15年撮影
放水路完成後

昭和22年撮影
放水路完成前
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(放水路)
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曲し、支川新井田川と
合流していたため、氾
濫が頻発していた

■昭和14年
馬淵川を放水路開削

し、新井田川を完全分
離する計画に変更

昭和25年
旧馬淵川締め切り工事
昭和25年
旧馬淵川締め切り工事

■昭和15年
放水路開削事業に着

手

■昭和30年
馬淵川放水路完成

■昭和12年
馬淵川は築堤、新井

田川は捷水路の開削、
掘削、浚渫等を実施す
る工事に着手

旧馬淵川

新井田川

新河道
(放水路)

平成15年撮影
放水路完成後

旧馬淵川

新井田川

新河道
(放水路)

平成15年撮影
放水路完成後

馬淵川放水路開削

八戸港

大橋
大橋

新大橋

JR八戸線馬淵川橋梁

放
水
路

旧馬淵川

馬淵川

旧馬淵川

昭和27年撮影 平成10年撮影

洪水常襲地帯
(三角地帯)

第一工業港

馬淵川

JR八戸線馬淵川橋梁

馬淵大橋(国道45号)

八戸市総人口：約105千人 八戸市総人口：約245千人

放水路整備の結果、形成された河口付近の馬淵川
と新井田川の三角地帯は、洪水常襲地帯から解消
され、八戸臨海工業地域として八戸市発展の基礎
となった。
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JR八戸線馬淵川橋梁

馬淵大橋(国道45号)

八戸市総人口：約105千人 八戸市総人口：約245千人

放水路整備の結果、形成された河口付近の馬淵川
と新井田川の三角地帯は、洪水常襲地帯から解消
され、八戸臨海工業地域として八戸市発展の基礎
となった。

八戸港

洪水常襲地帯
(三角地帯)

第一工業港

治水事業による土地利用の高度化

堤防整備により下流部に集中
する八戸市街地の資産を守る

施工前 施工後

洪水時水位
洪水時水位

中流部（宅地等水防災対策）

平成2年10月及び平成11年10月に発生した洪水と同規模の洪水を安全に
流下させるため、放水路等の整備を実施

1:2 1:
2

放水路 (H15年完成)

馬淵川

坂牛川
浅水川

馬淵川

放水路

浅水川

八戸駅

坂牛川

浅水川排水樋門

知事管理区間大臣管理区間



堤 防 の 種 類堤 防 の 種 類

馬淵川の完成堤防整備率は約69％（13.2k/19.2k)である

堤防整備の現況

Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 堤防の状況堤防の状況 ４

直轄管理区間L=10km

直轄管理区間

延長(km) 完成堤防 暫　定 未施工 合　計

10 13.2 2.8 3.2 19.2

比率(%) 68.8 14.6 16.6 100

直轄区間堤防延長(km)

左
岸

右
岸

計画高水位（HWL）

完成堤

堤防余裕高

計画高水位（HWL）

暫定堤①（HWL堤）

計画高水位（HWL）

暫定堤②堤防断面が小さいため、
安全度を下げて評価している

堤防断面を確保し、HWLまで

盛土されている暫定堤

HWL規模で整備した堤防

※完成堤防整備率は堤防必要延長に対する完成堤防延長の割合
（堤防整備率＝堤防必要延長／完成堤防延長）



区間流下能力

流下能力は、計画流量に対して4.0ｋｍ上流で不足しており、
計画流量達成区間比率は40％である

流下能力向上の対応が必要

Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 流下能力の状況流下能力の状況 ５

※対象区間
大 橋：浅水川合流点～河口

櫛引橋：櫛引橋～浅水川合流点

河川 
基準地点及び 

主要地点 
現況河道流下能力

※区間最小値 
河川整備基本方針

計画高水流量 

馬淵川 大 橋 1,800 m3/s 3,200m3/s 

馬淵川 櫛引橋 1,600 m3/s 3,200m3/s 

基本方針 計画高水流量

基本方針 計画高水流量

図　　馬淵川現況河道流下能力図
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右
岸

左
岸

沼　館 城　下 根　城 八　幡

八太郎 河原木 長苗代 一日市

八戸市  51,217人　10,229億
円

八戸市　41,355人　7,209億円

Q=3,200m3/s

Q=3,200m3/s

堤内地市街地・宅地

無堤区間
暫定堤防区間

完成堤防区間

山付区間

堤内地市街地・宅地

無堤区間
暫定堤防区間

完成堤防区間

山付区間

河口からの距離
（km）



治水対策策定の経緯と目標

平成１８年１０月をはじめ近年５年間で３回の氾濫被害が発生し流域の産業、住民
生活に大きなダメージ

しりうちまち おもてかわら

尻内町字表河原地区（Ｈ１８．１０）
ふくだ

南部町福田地区（Ｈ１８．１０）

馬淵川沿川の１市２町（八戸市、三戸町、南部町）、青森県、国土交通省により馬淵川の
整備の実態と今後の治水対策のあり方について議論

総合的な治水対策の目標
○再度災害の防止を図るためおおむね５年程度で実施

する緊急的な治水対策の検討

○今後の中長期的な治水対策として取り組むべき課題
の抽出

① 根城字河原 八戸市 外水 浸水家屋の移転
河川予定地の指定

国 浸水家屋の移転
新たな家屋等の建設を防止するため
の河川予定地の指定

Ｈ１８．１０被害実績
床下１棟・床上１３棟

② 尻内町字
大川原

八戸市 外水 管理用通路（小堤機能） 国 小堤機能を有する管理用通路の一連
完成を図る

③ 尻内町字
表河原

八戸市 内水 排水施設整備
浸水センサー設置
避難体制の整備

国
国・青森県
八戸市

排水施設整備
浸水センサーの設置
安全な避難確保のための体制整備

Ｈ１８．１０被害実績
床下２棟・床上１１棟

④ 石堂・下長・
高州

八戸市 内水 排水ポンプ場
浸水センサー設置

八戸市
国・八戸市

排水ポンプ場の整備
浸水センサーの設置

Ｈ１８．１０被害実績
床下１００棟・床上２４棟

⑤ 尻内町字
尻内河原

八戸市 内水 排水ポンプ場
排水路改修
浸水センサー設置

八戸市
八戸市
国・八戸市

排水ポンプ場の整備
住宅地内の排水路の改修
浸水センサーの設置

Ｈ１８．１０被害実績
床下１８棟・床上４１棟

⑥ 尻内町字
表河原
（沿川全域）

八戸市 外水
内水

防災ステーション
水防センター

国
八戸市

防災対策資機材備蓄のための防災ス
テーションの整備
水防センターの整備

⑦ 売市字小待 八戸市 内水 排水管路改修 八戸市 流下阻害となっている既設管路の改
修を実施

Ｈ１８．１０被害実績
床上２棟・車両浸水３台

⑧ 相内 南部町 外水 輪中堤
災害危険区域指定

青森県
南部町

輪中堤の実施と災害危険区域の指定
（水防災）

Ｈ１８．１０被害実績
床下１棟

⑨ 門前 南部町 外水 築堤・県道嵩上げ 青森県 築堤整備や県道の嵩上げ等による対
策を実施

Ｈ１８．１０被害実績
床下７棟・床上３棟

⑩ 川守田 三戸町 外水 輪中堤・宅地嵩上げ
災害危険区域指定
浸水センサー設置

青森県
三戸町
青森県

輪中堤・宅地嵩上げの実施と災害危
険区域の指定（水防災）
浸水センサーの設置

Ｈ１８．１０被害実績
床下１５棟・床上１棟

地　区ＮＯ． 区分市町村 事　　　項 内　　　　　容実施機関 摘　　　要

再度災害防止を目指した緊急的な治水対策

① 八戸市
南部町
三戸町

洪水情報共有システムの整
備

国
青森県
八戸市
南部町
三戸町

光ケーブルを活用した洪水情報共有
システムの整備
水害常襲地区へのＣＣＴＶ設置（直
轄管理区間＋剣吉＋南部大橋＋熊原
川合流点）及び氾濫常襲地帯への浸
水センサーの設置

※自治体の住民避難対応

② 南部町
三戸町

洪水ハザードマップの作成 南部町
三戸町

住民の防災意識の向上と、迅速かつ
的確な避難行動に役立てるために洪
水ハザードマップの作成及び配布

③ 八戸市
南部町
三戸町

洪水情報メール通報システ
ムの整備

国
青森県

携帯メールを活用した一般向け河川
水位情報の提供や、避難に関する情
報の提供

④ 八戸市
南部町
三戸町

「避難勧告の判断・伝達行
動マニュアル」の作成

八戸市
南部町
三戸町

地域防災計画に基づき、具体的に行
動するためのマニュアルとして、避
難すべき区域毎の判断基準（具体的
な行動計画）を含めた「避難勧告の
判断・伝達行動マニュアル」の作成
及び伝達体制の確立

⑤ 八戸市 自主防災組織の設立促進 八戸市 浸水区域内における町内会・自主防
災組織等による、情報伝達、要援護
者の避難支援等の協力体制の構築

⑥ 八戸市
南部町
三戸町

洪水対応演習の実施 協議会 河川管理者と沿川自治体が一体と
なったロールプレイング方式等での
洪水対応訓練の実施

※協議会が主体となって実施

⑦ 八戸市
南部町
三戸町

防災研修の実施 協議会 防災担当者を中心とした災害時の情
報収集等の研修会の実施

毎年５～６月に３市町村を会場に
実施
※協議会が主体となって実施

摘　　　要市町村ＮＯ． 対　　　策 内　　　　　容実施機関
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⑦売市字小待地区
排水管路改修

①根城字河原地区
・浸水家屋の移転
・河川予定地の指定

②尻内町字大川原地区
・管理用通路（小堤機能）

⑧相内地区
・輪中堤
・災害危険区域指定

⑨門前地区
・築堤、県道嵩上げ
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④石堂・下長・高州地区
・排水ポンプ場
・浸水センサー設置

⑤尻内町字尻内河原地区
・排水ポンプ場
・排水路改修
・浸水センサー設置

③尻内町字表河原地区
・排水ポンプ車配備
・排水ピット整備
・浸水センサー設置

⑥尻内町字表河原地区
（沿川全域）

・防災ステーション
・水防センター
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⑦売市字小待地区
排水管路改修

①根城字河原地区
・浸水家屋の移転
・河川予定地の指定

②尻内町字大川原地区
・管理用通路（小堤機能）

⑧相内地区
・輪中堤
・災害危険区域指定

⑨門前地区
・築堤、県道嵩上げ

⑩川守田地区
・輪中堤、宅地嵩上げ
・災害危険区域指定
・浸水センサー設置

八戸市
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④石堂・下長・高州地区
・排水ポンプ場
・浸水センサー設置

⑤尻内町字尻内河原地区
・排水ポンプ場
・排水路改修
・浸水センサー設置

③尻内町字表河原地区
・排水ポンプ車配備
・排水ピット整備
・浸水センサー設置

⑥尻内町字表河原地区
（沿川全域）

・防災ステーション
・水防センター

八
戸
港

国道4号

ソフト対策

ハード対策

７つのソフト対策を実施

各機関との情報の共有化を図るための洪水情報共有システムの整備や一般向けの情報
提供のための洪水情報メール通報システムの整備を実施

１０地区でハード整備を実施

下流部（八戸市）は築堤や排水施設整備、排水ポンプ場の整備等を実施
中流部（南部町・三戸町）は、輪中堤や宅地嵩上げ等の水防災事業の実施

ハード対策位置図

Ⅰ．馬淵川水系の特徴と課題 馬淵川における最近の取り組み馬淵川における最近の取り組み ～馬淵川の総合的な治水対策～～馬淵川の総合的な治水対策～ ６

懇談会（平成18年11月1日）

○効果的かつ早急な治水対策の実現に向け、国・県並びに関係市町が連携し、各々役
割分担のもと、総合的な治水対策の実施が不可欠

協議会（第1回：平成18年11月21日、第2回：平成19年3月28日）

「馬淵川の総合的な治水対策」の策定「馬淵川の総合的な治水対策」の策定

各機関担当者によるワーキンググループを３回開催し、対策等について検討

ワーキング開催：第１回 平成１８年12月21日，第２回 平成19年1月30日，第３回 H19年3月9日

中流部（青森県） 下流部（直轄）



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 治水対策に関する事項治水対策に関する事項

馬淵川河川整備基本方針の治水に関する事項

目標とする治水安全度

河川整備基本方針では、水系の重要性、流域の資産等を考慮し、馬淵川で目標とする
治水安全度は、従来の工事実施基本計画と同様、全川にわたり１／１００を基本とした。

〈基本高水ピーク流量〉

大橋基準地点 ： 3,500m3/s
※大橋基準地点より 上流で164mm／2日

の雨が降った場合の流出量
※洪水波形はS41.6洪水型

現況河道の評価

昭和１２年以来、築堤、河道掘削、放水路等の事業を進めてきたが、まだまだ治水安全度
は低い

〈基準地点における流下能力〉

大橋基準地点 ： 1,800m3/s ※大橋基準地点は河口～浅水川合流点
の区間を対象

河道整備、洪水調節施設等の治水対策の計画的推進が必要河道整備、洪水調節施設等の治水対策の計画的推進が必要

７



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 治水対策の基本的内容治水対策の基本的内容

複数の対策について社会・環境・経済面から総合的に評価し、「基準地点大橋において基
本高水流量3,500m3/sとし、このうち流域内の洪水調節施設により300m3/sを調節して、河
道への配分流量を3,200m3/sとする。」ことを、河川整備基本方針における治水対策の基本
的内容とした。（平成19年7月2日 国土交通大臣決定）

「河道掘削」による水位の低下

「洪水調節」による水位の低下

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
複
数
の
対
策
に
つ
い
て
、

社
会
・
環
境
・
経
済
面
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
河
川
整
備
基
本
方

針
に
お
け
る
治
水
対
策
の
基
本
的
事
項
を
決
定
。

治水対策の基本的内容

洪水調節施設により水位低下
を図る。
ただし、洪水調節施設の適地
に限界がある。

掘削により水位低下を図る。
ただし、堤防の保護等の問題
から掘削には限界がある。

河
川
整
備
基
本
方
針
の
治
水
対
策

破定時の被害が拡大する。
また、橋梁等の改築が必要な
だけでなく、堤内側の土地買
収に多額の費用を要する。

整備済堤防の撤去と再整備、
堤内側の土地買収に多額の費
用を要し、現在の土地利用に
与える影響が大きい。

「引堤」による水位の低下

「堤防嵩上げ」による対応

８



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備基本方針（河川法第16条）の概要 流量配分図流量配分図

馬淵川河道配分流量（計画高水流量）配分図

単位 ：m
3
/s

■ ：基準地点

● ：主要な地点

上段：〔 〕基本高水流量

下段：計画高水流量

流域内の洪水調節施設により
３００m3/sを調節
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９

目標とする治水安全度１／１００を基本とする目標とする治水安全度１／１００を基本とする

■基準地点：大橋

大橋基準地点：基本高水のピーク流量（3,500m3/s）

現況河道流下能力
1,800m3/s

追加掘削可能量
1,400m3/s

流域内の洪水調節施設により
300m3/s調節



Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策 河川整備基本方針と河川整備計画河川整備基本方針と河川整備計画

河川整備基本方針と河川整備計画

１０

○河川整備基本方針（長期的な方針）
計画高水流量等の基本的な事項について、河川管理者が社会資本整備審議会の意見を聴いて定めたもの

○河川整備計画（具体的な整備の計画）
概ね30年間の河川工事等の具体的な整備計画について、河川管理者が学識経験者、地域住民、地方公共
団体の長等の意見を反映させて定めるもの

高い

低い

時間的経過

将来の河川

河川整備基本方針

現在の河川

今回の整備計画の目標

これまでの
治水対策

河川整備計画

整
備
目
標

現在 概ね30年間

新たな河川整備と
維持管理

（河川整備／維持管理）



１６12

◆馬淵川水系における治水の目標

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標 目標流量目標流量
１１

戦後の最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪
水が発生した場合にも、床上浸水等の重大な浸水被
害を防止し、八戸市街の資産を守る。

～ 今回定める河川整備計画の対象期間は、今後概ね30年間 ～

－ 基準地点大橋のピーク流量 －
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現況流下能力：1,800m3/s

約2,800m3/s



浅水川
馬淵川

新井田川

松館川

河口
八戸港

太平洋
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大橋 土橋川

大臣管理区間

大臣管理区間

南部町

八戸市

八戸市

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標 対象洪水の概要対象洪水の概要

～主要洪水における各地点の実績水位～

 大橋 櫛引橋 剣吉
6.550 9.469 17.049

1位 S22.8.1 5.654 8.848 15.810
2位 S15.9.4 5.344 8.318 15.000
3位 S33.9.17 5.190 - 14.020

HWL

昭和２２年８月洪水の状況

～洪水被害状況～

～等雨量線図（S22.8.1）～

昭和22年8月洪水の氾濫域

◆7月下旬から8月にかけて、低気圧前線
が停滞し、流域内では100mmを超える大雨
がもたらされ、馬淵川の各所で氾濫した

◆水位記録は既往最大
◆被害は八戸市のほか、本川筋の南部町付近及び熊原川沿川で被害が甚大

１２

旧馬淵川

直轄区間

放水路
S30完成

外水 内水 外水 内水

床上浸水

床下浸水

浸水面積 3203

洪水発生年
被 害 状 況

項目
直轄区間 指定区間

昭和22年8月
393

計

293 100

1650 1553
出典：馬淵川流量改定報告書、青森県60年間の異常気象
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１６15
Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策 浸水区域浸水区域

現況河道で昭和22年8月洪水と同規模の洪水が発生した場合の浸水区域

新たな治水対策が必要

現況河道では昭和22年8月洪水と同規模の洪水を防止

することが困難

昭和22年8月洪水と同規模の洪水が発生した場合、

大橋地点上流区間において現況流下能力を超過する

１３

大橋地点

昭和22年8月洪水規模の洪水が

発生した場合の浸水区域
（破堤は想定していない）

旧馬淵川

大橋地点上流 地点通過流量 超過流量

昭和22年8月洪水 約２，８００m3/s

現況流下能力 １，８００m3/s
1,000m3/s



１６15

平水位以上及び河床方向の河道掘削により流下断面を
拡大し水位低下を図る。

無堤部や高さ・断面不足区間においては築堤（拡築）を整
備するとともに、併せて河道掘削を実施する。

河川整備計画における河道の目標流量を安全に流下させるため、新たな築堤、河道掘削を
実施することにより対応する。

①河道掘削による対応 ②築堤＋河道掘削による対応

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策 基本的な内容基本的な内容
１４

河川整備計画で考えられる改修内容

「築堤+河道掘削」による対応「河道掘削」による水位の低下

平水位 平水位



◆目標を達成するため、今後概ね30年間で以下の対策を実施する

①河道の治水安全度向上を図る

・家屋の浸水被害を防止するため、無堤部や堤防の高さ・断面積が不足してする区間で堤防を整備する。

・河道掘削により、流下断面を拡大し、水位低下を図る。

②河川管理施設の安全性向上を図る

・堤防の安全度点検をもとに、対策が必要な箇所については、優先的に堤防の質的強化を図る。

③地震対策

・河川構造物について耐震点検等を行い、必要に応じて地震対策を実施する。

④管理高度化

・関係機関とCCTVカメラなどを活用した洪水情報共有システムを構築し、管理の高度化を図る。

③馬淵川の総合的な治水対策

・H19.3に策定した「馬淵川の総合的な治水対策」を継続する。

・ハード対策の例として、外水氾濫および内水氾濫の恐れのある箇所について地域との合意形成による連携
した治水対策を実施するとともに防災ステーション整備などを行う。

・ソフト対策の例をとして、避難行動マニュアル作成、自主防災組織設立、洪水情報メール通報システムなど
危機管理体制の強化を図る。

馬淵川の治水事業の展開にあたっては、流域に資産価値の高い市街地を抱えており、より一層の治水安全度
の向上を図る必要があることから、過去に経験した戦後最大洪水である昭和22年8月洪水と同規模の洪水に対
して、築堤や河道掘削により治水安全度を確保するとともに、H19.3策定した「馬淵川の総合的な治水対策」に

沿って、浸水被害地区の再度災害防止の整備に努める。
さらに、破堤等があった場合、被害が甚大となり社会経済的影響が大きいことから、河川管理施設の質的強化

を図り安全性を向上させるとともに危機管理体制の強化等に努める。

Ⅱ．河川整備計画における治水の目標と具体的方策

馬淵川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水対策 整備計画の概要整備計画の概要
１５



Ⅲ．治水対策の基本的内容
堤防整備・河道掘削／堤防質的強化／河川防災ステーション堤防整備・河道掘削／堤防質的強化／河川防災ステーション

河道掘削および堤防拡築のイメージ

◆堤防整備・河道掘削
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整備計画河道

現況河道

堤防の拡築
掘削土は築堤に利用

計画高水位

平水流況
相当水位

１６

◆堤防質的強化

シルト

粗砂

粘性土
粗砂

礫まじり土

復旧土

旧堤 大正～昭和初期の築堤

現堤 昭和30～41年の築堤

古い堤防は嵩上げや拡幅により内部

構造が複雑であるため、漏水や浸透

に対して脆弱な場合がある

（他河川の例）

◆河川防災ステーション

防災ステーションとは？

「河川防災ステーション」は、水防活動を行う上で必要な土砂などの緊急用資材を
事前に備蓄しておくほか、資材の搬出入やヘリコプターの離着陸などに必要な作業
面積を確保するもの。洪水時には市町村が行う水防活動を支援し、災害が発生した
場合には緊急復旧などを迅速に行う基地となるとともに、平常時には地域の人々の
レクリエーションの場として、また河川を中心とした文化活動の拠点として活用される
施設である。

【災害時の活用】

①緊急復旧用資材備蓄基地
②災害対策車輌基地
③車輌交換場所
④ヘリポート
⑤洪水時の現地対策本部
⑥水防団の待機場所
⑦水防倉庫
⑧一般住民の避難場所

【平常時の活用】

①コミュニティースペースとして
地域に提供

②水防活動の訓練等に利用
③防災学習施設や川の情報発

信拠点として水防センターを
活用

防災ステーションイメージ図

▽計画高水位

天端舗装

遮水シート

止水矢板

基礎地盤

堤体

ドレーン工

腹付け盛土 河川からの浸透を防ぐ

パイピングによる土砂流出を防ぐ

降雨の浸透を防ぐ浸透破壊・すべり破壊を防ぐ

漏水や浸透に対する安全性を確保するための対策工法
・堤体を対象とした強化工法 ⇒遮水シート，裏腹付け，ドレーン
・基礎地盤を対象とした強化工法 ⇒遮水矢板

※これらの工法のうち、馬淵川ではドレーン工法で対応

▽計画高水位

天端舗装

遮水シート

止水矢板

基礎地盤

堤体

ドレーン工

腹付け盛土 河川からの浸透を防ぐ

パイピングによる土砂流出を防ぐ

降雨の浸透を防ぐ浸透破壊・すべり破壊を防ぐ

漏水や浸透に対する安全性を確保するための対策工法
・堤体を対象とした強化工法 ⇒遮水シート，裏腹付け，ドレーン
・基礎地盤を対象とした強化工法 ⇒遮水矢板

※これらの工法のうち、馬淵川ではドレーン工法で対応

河道掘削による水位低下と掘削土を有効利用した堤防整備を実施
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